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２－４出荷売上管理 

 

    ＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅの出荷管理では、受注マスターに登録された受注情報を基に、 

得意先納期から輸送リードタイム日数を遡った自社の稼働日を出荷予定日として 

出荷予定表や出荷指示書が発行されます。 

    ※輸送リードタイムは得意先マスタで設定します。 

   出荷実績は、出荷指示書の出荷指示 NOバーコードをリーダで読み込む事により行います。 

   出荷実績に基づき、送品案内書や納品書を発行することが出来ます。  

   また、出荷実績に基づき売上計上をすることが出来ます。 

 

   出荷売上管理には、下記の１２個の機能があります。 

    ●出荷指示書発行 

    ●出荷報告入力 

    ●出荷報告明細入力 

    ●出荷報告一括登録 

    ●出荷明細書兼送品案内書発行 

    ●納品書発行 

    ●出荷履歴照会 

    ●出荷予定表発行 

    ●売上登録 

    ●売上ダイレクト入力 

    ●売上明細一覧 

    ●売上予測一覧表発行 

 

＜全体の流れ＞ 
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 ＜出荷の方法＞ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 
                    ※出荷用納品書は、発行指定／発行不要を、得意先ごとに選択が可能です。 

                          得意先マスタ「納品書」を設定します。 

 

 

 

 

 

 
※仕入先から連絡受領 

 

 

 
※仕入先からの直送先納品のオ－ダのみ可能です。 

直送先納品オ－ダは受注品目が内外製区分”P”のみ可能です。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

                  ※納品書は、ｺﾏﾂ様式に限られます。 

 

 

 

 

 

 

 
                  ※１得意先注文 NO､得意先行番で１明細デ－タのみ有効です。 

                   複数明細デ－タの受注デ－タは使用不可です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
                        ※品目指定による一覧表表示形式から出荷対象デ－タを指定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ：出荷指示による個別出荷 

出荷指示書 

出荷指示 出荷報告入力 

（出荷指示）

納品書 
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Ｂ：得意先の受注情報（自社登録情報）による出荷 

現品の出荷 出荷先 

出荷報告入力 

（受注 NO 明細 NO） 

現品の出荷 

出荷先 

Ｃ：コマツ納品書による出荷 

ＶＡＮ取込 ｺﾏﾂ納品書発行 出荷報告入力 

(コマツ納品書) 

現品の出荷 
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出荷指示書発行出荷指示書発行出荷指示書発行出荷指示書発行 
  出荷予定日の範囲を指定して、出荷指示を行います。 

  出荷指示では、受注オーダに対し「出荷指示済み」として更新し、出荷指示ＮＯを採番します。 

  そして、多品一葉形式の出荷指示書と一品一葉形式の納品書を出力します。(納品書はオプション) 

  また、ＣＳＶ形式のファイルも同時に出力されます。 

  出荷指示書には、出荷ＮＯがバーコード印刷され、出荷に使用します。 

※納品書発行は、得意先マスタの「納品書」チェックかつ画面でのチェックが必要です。 

レイアウトはＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅ標準様式になっていますので、 

得意先指定の納品書を発行する必要がある場合は、カスタマイズとなります。 

    ※出荷指示ＮＯは不明になると画面では確認が出来ませんので、発行済みを指定して確認下さい。 

    ※受注品目がファントム品（品目区分”９”）の場合は、出荷指示書及びＣＳＶファイルには 

     現品を表す下位構成の品目が表示されます。 

 

 
  納品書は得意先への出荷用現品票・納品書・受領書がセットになっています。 

    ※出荷指示書発行の納品書に表示される出荷数量は予定数量となっています。 

     出荷実績の数量が予定数量と違った場合は、「納品書」発行の納品書が必要です。 

 
 

 

 

 

 

    



第２章 主要機能 

2-04-4 

    出荷出荷出荷出荷報告報告報告報告入力入力入力入力 
   出荷指示 NO指定による出荷登録、受注 NO・明細 NO指定による出荷登録、納品書 NO指定による 

 出荷登録、得意先・得意先注文 NO・得意先注文行番指定による出荷登録の４パタ－ンがあります。 

※出荷対象品目に在庫が存在していなくても、出荷登録を継続する事が可能です。 

     この場合は登録処理前に確認画面が表示されます。 

    ※出荷対象品目がファントム品（品目区分”９”）の場合は、現品を表す下位構成の品目に 

     在庫が無い場合は、ファントム品で受け払い情報は作成され在庫計上後に出荷される 

     事になります。 

※システムパラメ－タの「売上基準」が「出荷基準」となっている場合は、 

     出荷登録時に売上デ－タも自動作成を行ないます。 

０：検収基準 

出荷登録時には、売上デ－タは作成しません。 

売上デ－タを作成する場合は、売上登録処理が必要です。 

  １：出荷基準 

出荷登録時に、売上デ－タを自動作成します。 

売上日は出荷日となります。 

    ※出荷戻しを行なう場合は、「出荷履歴照会」の一覧表から対象デ－タを指定します。 

    ※出荷登録、出荷戻しを行なう場合は、バッチ処理｢締め経理年月｣処理が実行された 

経理年月以前の日付では処理が出来ませんので注意して下さい。 

 

   出荷指示 NO指定 

     事前に出荷指示書発行を行なっている事が前提になります。 

   受注 NO・明細 NO指定 

     受注オ－ダが直送先指定になっている事が前提になります。 

   納品書 NO指定 

     客先納品書情報を事前に取り込んでいる事が前提になります。 

      ※コマツオ－ダで同一品目・同一納期で荷姿単位に纏められている荷姿まとめオ－ダも 

       対応可能となっています。 

   得意先注文 NO指定 

     受注オ－ダが１明細デ－タで登録されている事が前提になります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２章 主要機能 

2-04-5 

    出荷報告明細出荷報告明細出荷報告明細出荷報告明細入力入力入力入力 
  品目指定を行ない、一覧表表示から出荷対象デ－タを指定して出荷登録となります。 

  この処理では「出荷報告」の様な前提条件は不要です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

    出荷報告出荷報告出荷報告出荷報告一括登録一括登録一括登録一括登録 
出荷登録には所定の CSV デ－タで一括登録を行なう方法があります。 

出荷方法は出荷指示 NO指定、納品書 NO指定の２パタ－ンです。 

前提条件はそれぞれ画面と同様の条件が必要になります。 

CSVデータにエラーが発生した場合はエラーなしのデータのみ登録となります。 

※所定の CSVデ－タを作成する EXCELマクロを AToMsQubeは提供しています。 

オンラインヘルプからダウンロ－ドが出来ます。 
   ※ＣＳＶレイアウトはオンラインヘルプを参照下さい。 
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出荷明細書兼送品案内書発行出荷明細書兼送品案内書発行出荷明細書兼送品案内書発行出荷明細書兼送品案内書発行 
  出荷実績情報に基づいて、同一の納品先、出荷実績日、便でまとまって出力されます。 
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    納品書発行納品書発行納品書発行納品書発行 
  出荷実績情報に基づいて、出荷予定日単位に出力されます。 

  納品書は納品書・受理書がセットになって出力されます。 

   ※出荷指示書発行時に発行される納品書と発行レイアウト、種類が違いますので注意して下さい。 
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出荷履歴照会出荷履歴照会出荷履歴照会出荷履歴照会 
  出荷実績情報及び出荷戻し情報に基づいて、一覧表表示されます。 

  当一覧表画面から｢出荷戻し｣処理を行う事が出来ます。（出荷報告画面に遷移します） 

※｢出荷戻し｣処理は、基本的に経理〆日より以前の日付分は不可ですが、システムパラメ－タの 

 「売上戻し処理可能月」を設定した月数分だけ遡って行なう事が可能です。 

 （この考え方は出荷処理のみで、購買機能の検収処理にはありませんので注意下さい） 

 
 

 

    出荷予定表出荷予定表出荷予定表出荷予定表 
  出荷予定日の範囲を指定して、受注情報の内容から出荷予定表が出力されます。 

  また、ＣＳＶ形式のファイルも同時に出力されます。 

   ※範囲は２０日間以内の指定となります。 
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    ＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅＡＴｏＭｓＱｕｂｅの売上管理では、出荷実績を基に、売上処理を行います。 

    出荷管理でも述べた通り、売上計上の方法として「出荷基準売上」と「検収基準売上」が 

あります。どちらを選択するかは、システムパラメータ「出荷時売上登録設定」により設定します。 

「出荷＝売上」は出荷基準となり、出荷登録と同時に売上計上され、 

「出荷≠売上」は検収基準となり、出荷登録とは別に売上登録という処理を行い売上計上します。 

    ※売上登録の方法の種類と流れについては、下記に説明します。 

 

    また、売上管理の機能として、受注情報、受注見込情報からの売上予想集計があり、 

管理の充実と効率化を図ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                      ※Ａ，Ｂの場合でも、ＶＡＮやＥＤＩで得意先の検収情報を提供されて 
                       いる場合は、客先検収差異リストを発行し、チェックが可能です。 

 

        

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

Ａ：出荷基準「出荷＝売上」 

出荷登録 

出荷戻し 

Ｂ：検収基準「出荷≠売上」かつ個別登録 

出荷登録 売上登録 

Ｃ：検収基準「出荷≠売上」かつＥＤＩ売上登録 

ＶＡＮ取込 

売上調整 

売上集計 

出荷戻し 

売上戻し 

売上調整 

売上集計 売上登録(EDI) 

チェック 

得意先 

検収高明細書 

得意先 

検収高明細書 

チェック 

EDI 売上登録 

確認リスト 

差異ﾘｽﾄ発行 

客先検収 

差異リスト 

出荷登録 

売上集計 

出荷戻し 

請求書発行 

請求書発行 

請求書発行 

請求書 

請求書 

請求書 

検収情報検収情報検収情報検収情報 

売上デ－タ自動作成 
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売上登録売上登録売上登録売上登録    

  出荷実績を元に売上登録を行います。 

  得意先ごとに売上の対象範囲を選択し、出荷実績と単価、金額を確認します。単価の変更や値引 

  をそれぞれ入力し、確認及び変更作業終了の後、登録処理を行います。 

  抽出デ－タをＣＳＶファイルとして出力が可能です。 

      ※売上計上区分が「検収基準売上」のみ有効で「出荷基準売上」の場合は使用出来ません。 

   ※標準的な使用法として、得意先より検収高明細書が送られてきた後、月次処理として売上登録 

    処理を行います。その時の売上範囲は、客先の締め日に合わせられます。 

※売上戻しを行なう場合は、「売上明細一覧」の一覧表から対象デ－タを指定します。 

   ※売上登録、売上戻しを行なう場合は、バッチ処理｢締め経理年月｣処理が実行された経理年月以前の 

    日付では処理が出来ませんので注意して下さい。 

      〔注意事項〕 

       出荷基準の場合、出荷登録において売上登録されますが、その時は、自社の締め日で売上計 

       上します。 

 
 

売上売上売上売上ダイレクトダイレクトダイレクトダイレクト入力入力入力入力 
売上ダイレクト入力では、出荷を伴わない売上の登録処理を行います。 

  例えば、前月度の訂正や、得意先での不良による補償費の登録に使用できます。 

  この場合の自社品目は定められた品目コ－ドが表示され、その品目コ－ドはシステムパラメ－タで 

   設定する事になります。（設定した品目コ－ドを運用稼動後は変更する事は出来ません） 
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    売上明細一覧売上明細一覧売上明細一覧売上明細一覧    

  売上実績情報及び売上戻し情報に基づいて、一覧表表示されます。 

  当一覧表画面から｢売上戻し｣処理を行う事が出来ます。（売上ダイレクト入力画面に遷移します） 

   ※｢売上戻し｣処理は、経理年月処理が完了している受注オ－ダに関しては不可となります。 

 
 

 

    売上予測一覧表発行売上予測一覧表発行売上予測一覧表発行売上予測一覧表発行 
  売上予測一覧表では、出荷実績、受注情報を元に、売上の予測を一覧表に出力します。 

  得意先や対象期間（当月を含む４ケ月分）を指定して発行します。 

   ・得意先、製品分類１別：ＰＤＦ形式 

  また、得意先、品目明細別にＣＳＶ形式で出力されるパタ－ンがあります。 

  この場合は、出荷実績、受注情報及び受注見込み情報が出力されます。 

  受注見込み情報は単価、金額項目は０で表示されます。 

   ・得意先、品目明細別 ：ＣＳＶ形式 

 

 
 

 

 

 

 

 


